
守静坊のしだれ桜の物語 

 

これは今から二百年以上前の江戸時代

から霊峰英彦山の山伏の宿坊、守静坊

（しゅじょうぼう）にある一本の老

樹、しだれ桜と共に語り継がれている

お話です。 

 

霊峰英彦山は九州福岡にあり、日本三

大修験場の一つに数えられ修験道のは

じまりの聖地であり、古来においては

霊験を極めた仙人たちが棲む神仙の地

で人々が憧れる天国のようなお山であったといわれる場所です。 

 

現代ではあまり聞きなれない修験道というのは、厳しい自然の中で修行をする修行者

のことを指し、金剛杖や法螺貝などを持ち歩き、深山幽谷に入り自然と調和し己を磨

きその験徳を実践する方々のことです。 

 

そしてこの守静坊は、戦国時代末期から続く修験者の棲む宿坊で先代の駒沢大学名誉

教授の長野覚氏で十一代続いている由緒ある坊です。 

 

守静坊のしだれ桜が英彦山の地に植樹されたちょうど二百二十年年前には約三千人以

上の修験者たちが英彦山の中で暮らしていたといわれます。当時の英彦山はとても賑

わっており、山伏たちは薬草で仙薬をつくり、信仰者へのお接待やご祈祷や祭祀、護

符の授与や生活の知恵の指導などを生業として暮らしていたといわれます。 

 

その当時の面影を残し、今でも清廉に咲き誇る「しだれ桜」が守静坊の敷地内にあり

ます。この桜はもともとは京都の祇園にある桜でした。品種名は一重白彼岸枝垂桜

（ひとえしろひがんしだれざくら）といいます。澄みきった可憐さを持つ花びらと、

鳳凰のように羽を広げた姿はまるで今にも飛翔していきそうな姿です。 

 

実際には樹齢二百二十年以上、高さ約十五メートル、幅約二十メートルほどありま

す。言い伝えでは、江戸時代の文化・文政年間に（1804 年～1819 年）に当時の守静

坊の坊主である守静坊普覚氏が二度ほど、英彦山座主の命を受けて京都御所へ上京し

ました。その時、京都祇園のしだれ桜を株分けしたものを持ち帰りこの英彦山に植樹

したといいます。 

 

樹齢としてはもっと長いものがありますが、守静坊のある場所は標高六百メートルほ

どもあり、冬は特に厳しいもので雪は積もり、鹿などの野生動物も多く被害にあいま



す。厳しい環境の中で生き抜いてきた老樹は今までも何度も枯死する危険に遭遇しま

した。平成二十年には台風で倒木し枯れる寸前で花もつかなくなっていたこのしだれ

桜を九州ではじめて樹木医と認定された医師による治療の甲斐あってまた満開の花が

咲くほどに復活しました。 

 

同時に守静坊も人が住まなくなって数十年ほど経ち坊内や庭園の荒廃が進み倒壊し失

われる危機を乗り越え飯塚にある徳積財団が譲り受け皆様よりのお布施の御蔭様のお

力をいただき修繕し新たな物語を繋ぎ結い直しました。また甦生で出た屋根の古い茅

葺をしだれ桜の周囲に敷き詰め土壌をふかふかにしたことでさらに美しい花を咲かせ

てくれるようになりました。守静坊の敷地内に苔むした石垣と共に宿坊と見守り合う

ように凛とそびえ立つ姿はまるで英彦山の伝説にある仙人の佇まいを感じます。 

 

しかしなぜこの京都の円山公園にある伝説の祇園しだれ桜が、ここで生き残っている

のかということ。もしかするとむかしは大志を志す同志が共に初志貫徹しあうことを

願い、同じ霊木の苗木を分けそれぞれの生きる場所に植えて大輪の花を咲かせようと

誓い合ったという言い伝えもあります。その初志を叶えるために今も桜は私たちを見

守っているのかもしれません。果たしてどのような浪漫が隠れているのかは、この守

静坊のしだれ桜を直接観に来ていただきお感じしたものを語っていただけると有難い

です。 

 

私たち一人一人にも誰もが語り継がれてきた歴史を生きています。 

 

先人や先祖の物語の先に今の私たちがそれをさらに一歩進めて結んでいます。今、私

たちが生きているということは歴史は終わっていないということです。今も新たに生

き続け語られている現在進行形の物語を綴っているということになります。みんなで

ご縁を結び、かつての壮大な物語に参加することは私たちもその語り継ぐ一人として

同じ歴史に入ったことになります。 

 

この守静坊もしだれ桜も偉大な語り部です。私は、毎年この時季の満開の桜を眺める

と言葉にならないものが語りかけてくるようでいつも魂が揺さぶられています。 

 

今年もしだれ桜に喜んでいただけるようなサクラ祭りを開催する予定です。 

 

伝統と伝承は純粋な気持ちによって永遠に結ばれ繋がれていくといいます。 

大和桜花の季節、霊峰英彦山守静坊にてご縁と邂逅を心から楽しみにしています。 


